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広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１日曜10:30～11:00）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30） にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

公
募
し
て
い
た
万
代
橋
下
流

橋
（
仮
称
）
の
名
称
が
「
柳
都

大
橋
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
橋
の
デ
ザ
イ
ン
や
周
囲
の

地
域
に
調
和
し
、
い
つ
ま
で
も

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
名
称
を
」
と
の
公
募
に
、
県

内
外
か
ら
約
１
万
２
０
０
０
件

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
の
ひ
と
り
、
本
市

出
身
の
作
家
藤
沢
周
さ
ん
は

「
柳
都
と
は
新
潟
独
自
の
言
葉

で
水
と
緑
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
」
と
選
考
理
由
を
説
明
。

選
考
委
員
長
の
古
厩
忠
夫
新
潟

大
学
教
授
は
「
新
潟
は
歴
史
的

に
柳
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
。

こ
の
橋
に
よ
っ
て
新
し
い
人
の

流
れ
が
で
き
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
橋
は
、
万
代
橋
の
下
流
５

０
０
�
に
、
国
土
交
通
省
新
潟

国
道
事
務
所
が
建
設
を
進
め
て

い
る
も
の
で
、
橋
長
２
１
２
�
、

幅
員
40
�
と
な
り
ま
す
。
６
連

ア
ー
チ
の
万
代
橋
と
の
調
和
を

意
識
し
た
、
３
連
の
ア
ー
チ
曲

線
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
特

市
で
は
、
本
市
の
歴
史
に
親

し
み
、
学
ん
で
も
ら
お
う
と
開

講
し
て
い
る
「
に
い
が
た
歴
史

塾
」
の
一
環
と
し
て
、
昔
の
生

活
や
文
化
に
触
れ
る
「
い
ろ
り

塾
」
を
、
２
月
18
日
に
開
催
し

ま
す
。

同
講
座
で
は
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
家
で
い
ろ
り
を
囲
み
な
が

ら
、
わ
ら
を
使
っ
て
縄
や
わ
ら

じ
を
作
り
、
糸
車
で
綿
か
ら
糸

を
作
る
「
糸
と
り
」
を
体
験
し

市
青
年
の
家
で
は
、
ア
マ
チ

ュ
ア
劇
団
に
よ
る
公
演
「
万
代

演
劇
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
市
青
年
の
家
に
登
録

し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
は

約
15
団
体
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

高
校
生
か
ら
20
代
ま
で
の
青
年

で
構
成
さ
れ
て
い
る
若
い
劇
団

で
す
。

同
演
劇
祭
は
、
日
ご
ろ
万
代

市
民
会
館
で
活
動
し
て
い
る
劇

団
が
集
ま
っ
て
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
昨
年
の
夏
か
ら
公
演

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
５
団
体
が

参
加
し
、
５
作
品
・
10
公
演
を

行
い
ま
す
＝
表
＝
。

チ
ケ
ッ
ト
は
、
全
５
作
品
を

鑑
賞
で
き
る
「
共
通
チ
ケ
ッ
ト
」

で
す
。
ま
た
、
全
作
品
の
鑑
賞

者
に
メ
モ
リ
ア
ル
グ
ッ
ズ
を
贈

呈
す
る
ほ
か
、
共
通
企
画
と
し

て
、
作
品
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
演
出
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
い
に
活
躍
が
期
待

で
き
る
新
潟
の
若
者
た
ち
の
演

劇
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場

万
代
市
民
会
館

チ
ケ
ッ
ト

８
０
０
円
（
５
作

品
共
通
チ
ケ
ッ
ト
）

※
会
場

の
ほ
か
、
大
和
新
潟
店
、
シ

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

万
代
、
新
潟
大
学
生
協
の
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

問
い
合
わ
せ

市
青
年
の
家

（
会
場
内
�
２
４
６
・
７
７
１

１
）
へ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
講
座
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
わ
ら

製
品
作
り
や
糸
と
り
の
経
験
が

あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
18
日
午
前
９
時
半

〜
11
時
半

会
場

黒
埼
常
民
文
化
史
料
館

対
象

小
学
校
３
年
生
以
上
先

着
15
人

参
加
費

小
・
中
学
生
50
円
、

高
校
生
以
上
１
０
０
円

申
し
込
み

会
場
（
�
３
７

７
・
４
１
４
６
）
へ
　
※
月
曜

休
館

徴
で
、
全
国
初
の
フ
ァ
イ
ン
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
化
粧
張
り

を
施
し
ま
す
。

同
橋
は
、
平
成
４
年
に
都
市

計
画
決
定
さ
れ
た
「
万
代
島
ル

ー
ト
線
」
の
一
部
で
す
。
10
年

10
月
に
工
事
着
手
し
、
14
年
の

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
新
潟
開
催

ま
で
の
一
部
供
用
を
目
標
に
、

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
柳
都
大
橋
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
、
秣
川
岸
通

線
や
川
端
町
入
船
線
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

秣
川
岸
通
線
は
、
柾
谷
小
路

鏡
橋
交
差
点
か
ら
柳
都
大
橋
交

差
部
ま
で
の
区
間
が
完
成
し
て

い
ま
す
。
秣
川
岸
通
線
の
残
り

の
区
間
と
川
端
町
入
船
線
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
道
路
改
良
工

事
を
行
い
、
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
大

会
新
潟
開
催
ま
で
の
供
用
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

街
づ
く
り
推
進

課
（
�
内
線
２
８
２
７
）
へ

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
第
７
回
特
別
弔
慰
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

昭
和
６
年
９
月
18
日
（
満
州
事
変
）
以
後
の
戦
没
者

な
ど
の
遺
族
で
、
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
11
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
。

※
第
６
回
特
別
弔
慰
金
の
受
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
今
回
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

支
給
方
法

戦
没
者
１
人
に
つ
い
て
、
額
面
24
万
円
の
国
債

で
支
給
。
平
成
12
年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
６
年
間
に
わ
た
り
毎

年
４
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

受
付
窓
口

厚
生
福
祉
課
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
黒
埼
支
所
、

地
区
事
務
所
　
※
請
求
書
な
ど
は
窓
口
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

厚
生
福
祉
課
（
�
内
線
２
６
３
５
）
へ

に�
い
ろ
り
塾
�
を
開
催�

新
津
市
の
南
端
近
く
、
金
津

丘
陵
の
豊
か
な
緑
の
中
に
あ
る

新
津
市
美
術
館
は
、
２
つ
の
大

展
示
室
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ア
ト
リ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

従
来
の
美
術
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
生
活
に
密
着
し
た
新
し

い
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
い

ッ
ト
を
当
て
た
企
画
展
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

同
展
で
は
、
太
陽
の
塔
の
制

作
者
・
岡
本
太
郎
の
作
品
、
太

陽
の
塔
関
連
資
料
、
万
博
会
場

を
飾
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ビ
リ

オ
ン
の
模
型
、
当
時
の
万
博
グ

ッ
ズ
な
ど
を
展
示
す
る
ほ
か
、

今
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

太
陽
の
塔
内
部
の
展
示
が
再
現

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
岡
本
太
郎
邸
を
手
が

け
、
大
阪
万
博
で
は
膜
構
造
に

よ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
設
計
で
高
く

評
価
さ
れ
た
新
津
市
ゆ
か
り
の

建
築
家
、
村
田
豊
の
建
造
物
な

ど
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

会
期

４
月
８
日
ま
で

※
月
曜
休
館
（
あ
す
12
日
は
開

ま
す
。

そ
の
新
津
市

美
術
館
で
、
日

本
万
国
博
30
周

年
を
記
念
し

て
、
大
阪
万
博

と
同
万
博
の
シ

ン
ボ
ル
「
太
陽

の
塔
」
に
ス
ポ

新津市美術館�
県立植物園�

←新潟�
↓白根�

古津駅�

国道403号�

国
道
460
号
�

新津駅�

信越本線�

磐
越
西
線
�

「
太
陽
の
塔
」
と
制
作
者
の
岡
本
太
郎

情
報

ネッ
トワー

ク

広域�
新津市

�
岡
本
太
郎
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
’70
�

館
、
13
日
は
休
館
）

開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
入
場
は
午
後
４
時

半
ま
で
）

観
覧
料

一
般
８
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
５
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ

新
津
市
美
術

館
（
�
０
２
５
０
・
２
５
・

１
３
０
１
）
へ

建設の進む柳都大橋

Ｗ杯時の開通に向けて建設進む�
“柳都大橋”に名称決定�“柳都大橋”に名称決定�

りゅうと�

期　日 開演時間 劇団名 作品名

３・10 午後６時半
劇団The 9th
Cloud

｢ワタシ。｣
～Memorable Mem
ory（作：Ellie）３・11 午後２時

３/15・16 午後６時半 劇団THE ZEN Believe（作：西田
シャトナー）

３・18 ①午後２時
②午後６時 劇団心撰組＋α

RADIO! RADIO! R
ADIO!
（作：森崎 啓介）

３・19 午後７時
劇団たべれませ
ん。

開運ラジオ
（作：平井 俊子）

３・20 午後２時

３・24 午後７時
パラグラフ 四月になれば彼女

は（作：成井 豊）
３・25 午後４時

表

古町芸妓の舞　食事付き鑑賞会
期日・会場 ２月17日・大善、３月17
日・鍋茶屋　時間 正午～午後２時
定員 各日先着50人　参加費 7,000円
申し込み 食の陣実行委員会（�222-666
7）へ

東地区公民館 本間おばさんの子育て相談
日時 ２月22日午前10時～正午
定員 先着３人（相談時間は１人30分）
申し込み 同館（�241-4119）へ

住 宅 建 築 相 談
日時 ２月13・27日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館１階ミーティング
ルーム　
相談内容 新・増・改築プランのアドバ
イス、公的融資制度、ほか
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

ジェームス三木講演会“ドラマと人生”
日時 ３月15日午後６時半～８時半
会場 ホテル新潟　定員 1,800人
申し込み ２月22日（消印有効）まで
に往復はがきに住所、氏名、電話番号、
年齢、職業を記入し、東大通２-３-４江
南ビル２階、牛乳セミナー事務局へ　
※応募多数の場合抽選
問い合わせ 同事務局（県酪連内�
241-3021）へ

アレルギーの克服に向けて
日時 ２月18日午後１時半～４時
会場 新潟ユニゾンプラザ
内容 講演会（花粉症、アトピー性皮膚
炎、ぜんそくについて）と医療相談会
問い合わせ 新潟アレルギー研究会・月
岡（�234-1666）へ

生涯学習川柳講座
日時 ２月28日～３月28日毎週水曜日
午後１時半～３時半
会場 読売新聞社新潟支局（白山浦1）
定員 先着30人　参加費 3,000円
申し込み 新柳会事務局・岡村（�266-8
662）へ

にいがた国際映画祭
期日 ２月17日～25日
会場 市民プラザ、りゅーとぴあ、万代
市民会館、新潟ユニゾンプラザ
上映作品 アジアを中心とした国や地域
の映画26作品
チケット １回券800円、２回券1,400円、
５回券3,000円、フリー券6,000円　※中
学生以下は無料。市内の主なプレイガイ
ドで発売中
問い合わせ 市国際交流協会（国際課内
�内線2053）へ

公開講座 少年事件と親、教師
日時 ３月10日午後２時～４時
会場 小針青山公民館（西新潟市民会館内）
定員 先着120人　参加費 1,200円　
問い合わせ 新潟西おやこ劇場（�268-3
110）へ　※保育あり、先着15人、200円

山ノ下閘門通船禁止
期日 ２月26日～３月29日（点検整備の
ため）
問い合わせ 山ノ下閘門排水機場（�273-
8446）へ

アクアパークにいがた

臨時休館のお知らせ
期日 ２月14日～21日（定期点検のため）
問い合わせ 同館（�264-6400）へ

観光写真コンクール作品募集
題 あなたの好きな“新潟”のスポット
条件 カラーまたは白黒写真の４つ切り
※未発表作品に限る。パネルにしたもの
や、台紙に張ってあるものは無効
申し込み ２月28日（必着）までに所
定の応募用紙を作品の裏側に張り、白山
浦1-613-69、新潟観光コンベンション
協会（開発公社会館内�265-8000）へ

中地区公民館

地域の茶の間にきま専科！
日時 ２月21日～３月14日毎週水曜日
午前10時～正午　定員 先着30人
内容 コミュニケーション入門、ほか
申し込み 同館（�271-0017）へ

講演会 堀と柳と新潟美人
日時 ２月20日午後１時半～３時半
会場 オークラホテル新潟
講師 藤村誠（新潟花街史研究家）
問い合わせ 国際ソロプチミスト新潟ー
東・大掛（�228-1111）へ

関屋地区公民館 サンデー子育て広場
日時 ２月25日午前10時～正午
内容 親子遊び、子育て交流、ほか
対象 小学生以下の親子先着20組
参加費 １組100円
申し込み 同館（�266-4939）へ

登校拒否の親たちの懇談会
日時 ２月18日午後１時半～４時半
会場 総合福祉会館
参加費 18歳以上300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 高山（�382-3234）へ

せんか

大形公民館

地域と学校のつながり
日時 ２月17日午後１時半～４時
内容 講演、住民と学校関係者との懇談会
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同館（�270-8133）へ


